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議事録

平成３１年２月１２日（火）

【開会時刻　１５：００】
[bookmark: _Hlk505678901]
（１　会次第１：開会のことば）
総務課長　　ただいまから、第5回薩摩川内市総合教育会議を開会いたします。本日は、議題案件が１件と報告案件が１件ございますので、よろしくお願いいたします。
　　　　　　また、本日は７名の方から傍聴の申し出がありますことを報告させていただきます。
　　　　　　それでは、岩切市長にご挨拶をお願いいたします。


（２　会次第２：市長挨拶）
岩切市長　　皆さん、こんにちは。ちょうど一年ぶりの総合教育会議になりました。皆様方におかれましては、教育行政に色々な意見を賜り、そしてまたご理解ご協力をいただき、合わせて市政発展のためにも協力いただいております事に感謝を申し上げます。教育委員会のこの制度が平成２７年４月から新しい教育委員会制度ということになりまして、始まったわけですが、第5回目となりました。特に今回は議案で提案しております通り、市の基本方針を審議していただくということになっております。かねてから国の中でも色んな学校の問題が取り沙汰されております。そういう事を慎重に審議しながら、皆さん方のご意見を聞いていきたいと思っております。
また、合わせて4月1日には、東郷学園義務教育学校がいよいよスタートいたします。先日内覧をさせていただきました。素晴らしい学校であります。教育長にはいつも話していますが、建物だけ良くても駄目。魂が入らないと良い学校ではないという事を言っていますので、これも委員の皆さん方から色んな意見をいただき、そして今後のあり方についても素晴らしいモデル校となるような学校に仕上げていかなければならないと思っています。そういう事を含めて、またご意見等いただきたいと思います。
　　　　　　そして、今日は二学期制について、色んな市民の方々からご意見いただいております。この事について、総合教育会議で議論をしなければならないと思っていますが、色々な説明会とか情報は聞いておりますけど、私も判断するような情報は何もなくて、今日ここで協議するような状況ではありません。したがって、できたら私も先進地の二学期制を始めている所、二学期制から元に返した所、私なりに調査した上で会議を開きたいと思います。できるだけ早い時期に色々な意見の開陳をしながら、まとめをしなければならないと思っていますので、今日は議題として取り上げておりません。したがって今までの総括をしながら私の意見も申し上げていきたいと思っていますので、どうかよろしくお願いいたします。


（３　会次第３：出席者紹介）
平原課長　　ありがとうございました。ここで本日ご出席の皆様をご紹介させていただきます。
　　　　　　まず、市長の岩切　秀雄様でございます。教育長の上屋　和夫様でございます。教育委員の三本　伴子様でございます。同じく教育委員の上川　幸子様でございます。同じく教育委員の坂口　由一様でございます。同じく教育委員の軍神　利喜男様でございます。
　　　　　　それでは、これより議事に入りますが、市長が会議の議長となりますことから、ここからの進行を市長にお願いいたします。


（４　会次第４：議題１「薩摩川内市教育委員会基本方針」について）
岩切議長　　それでは、議事に入らせていただきます。議題１の「平成３１年度薩摩川内市教育委員会基本方針」について、教育委員会から説明をお願いいたします。

※会議資料に基づき宮里教育部長以下各課所長が説明

岩切議長　　只今それぞれの所で説明をしていただきましたが、何かご質問等はないですか。
上屋教育長　これについては概略を前回の教育委員会でも説明をしております。市長のほうで何かございましたら、課所長がおりますのでお願いします。
岩切議長　　去年とあまり変わっていない所で、またしっかりと計画を立てているので、方針に基づいて各課が実施するように、という事しか言えないですね。
　　ただですね、いじめ問題ここにも学校教育課のほうで出されましたが、こういう実態はどのように現状はなっていますか。学校教育課長のほうで把握はしていますか。学校が荒れているとか状況を一切我々は知らないですが、公表するまでもないかもしれませんけど、全然無いというふうに理解してよろしいですか。
学校教育課長　いじめにつきましては、毎月調査をしております。平成２９年度は小中学校合わせて５４５件いじめがあがっています。今年度はその倍、１０８３件あがってきております。これはいじめの定義が少し変わりまして、喧嘩やいさかい、１対１のそういったちょっとしたトラブルも全ていじめとして加えましょうということになって倍増したのではないかと思われます。これにつきましては学校で相談をしたりしながら、ほとんど解消されているということで聞いております。深刻ないじめに至っているという事案の報告はありません。
岩切議長　　そうですか。もう１点ですね、千葉県の野田市で虐待が親からあって、教育委員会の対応が今かなり報道されています。やはり教育委員会として、今後もしうちであった場合の対応の仕方、やはり毅然とした態度で臨まないと、野田市の教育委員会のように処理してしまうと大変な事になりますので、教育委員の皆さん方それぞれ理解をして、ああいう事がないようにお願いしたいと思います。もちろん学校サイドもですが、教育委員会がタッチしてアンケート調査を出したとか、子供を帰したとか色々なことが問題になっていますから、やはり教育委員の皆さんがしっかり管理をしていただくようにお願いしたいと思います。それと、去年の話ですが、読売新聞で見た中で、ランドセル、鞄が重いと、これについて文科省から通達があったと書いてありますが、今薩摩川内市の教育委員会としては何か協議をして、若しくは対応している事がありますか。
学校教育課長　この点につきましては、定例の教育委員会でも話題になりまして、対策が必要なのではないかという事が出されました。その実態として、非常に教科書が重くなっているというのもあります。サイズが大きくなっています。そういったのが原因と考えられますが、その対応としましては、今学校でとっているのが、毎日使わない物については学校に置いて帰るといったような対策を講じています。宿題をしなければならない物は持って帰りますが、他の物は置いて帰るように学校で指導しているというような対策をとっています。
岩切議長　　それは現実に守られていますか。
学校教育課長　はい。守られていると思います。
岩切議長　　これで見ると、量ってみると６㎏とか、ものすごく重いのに歩いて行くわけですから、むしろ子供たちの体にも影響が出てこないかな、という位の重さの物を持って行くみたいで、よく見ると前かがみでようやく歩いて行くような子もたくさんいるんです。何かこれは改善してあげないと。教科書が重たくなったというのは、厚くなったのですか。
上屋教育長　前はＢ５版で小さかったですが、今はＡ４版の大きさになって、しかも今まで教科書は上と下と前期と後期に分かれている教科書が多かったですが、中には１年分まとめた教科書になっているものもあります。以前より大きく、重くなっているという状況がありますので、もっと具体的な指導をこれからもしていかなければならないと。
岩切議長　　中学生になればまだ体力もあるからいいですけど、子供達にも気配りをして、いい方法で改善するならしたほうがいいと思いますので、今後も校長先生を通じて指導していただければありがたいなと思います。
上屋教育長　先ほど市長が言われました千葉県のあの件ですね、あれにつきましては、本市も事件以来、毅然とした態度をしっかりとろうと再確認をしたところでありますし、今児童相談所、市の障害・社会福祉課、保護課、スクールソーシャルワーカー、学校、こことしっかり連携を取ろうという事は盛んに言っているところです。本年度は、児童相談所への通告というのが、学校とか地域からあったりしますが、２件です。主に不登校ということで、大きな問題はなかったのですが、昨年が実は本市関係の児童相談所への通告というのが１３件ございました。その内容が、そのうちの１０件程度は児童虐待ということに関係しているものがあったということで、やはり今後もそういうことは見えない所であるかもしれませんので、情報をしっかりと連携するように指示をしていきます。
岩切議長　　他に意見はないですか。　　　　　　　
三本委員　　児童虐待のことについてですが、来年度はスクールソーシャルワーカーが１名増員になるということで、非常にありがたいと思っているところですが、なかなか貧困と虐待というのがどうも連鎖しているような気がしまして、私も学校訪問する中で、子供の外見的なことで、あれ？とちょっと心配するような子供もいる状況にありますし、養護教諭の先生方が一番分かられるのが、虫歯の罹患率、歯の治療をしているか、していないか、歯の治療をしているということは、親御さんの関心度が高いけれども、非常に虫歯を放っている子供さんは、虐待が多い可能性があるというのが、統計上ありますので、子供達が先ほど少年愛護センターのＳＯＳの電話相談も、来所というのは通常の８時３０分から１７時１５分までなので、子供達はちょっとなかなか難しいかもしれないけれど、電話相談で８時半から午後９時までというのがあるので、こういうのを色々な所で発信をできるだけして、声をキャッチできるような段階を作っていくのが必要かなと思いました。
社会教育課長　時間帯が学校の時間になると、なかなか相談をできないという事で、時間を夜の９時まで延長をして相談の対応をしているところです。今年度については、今のところ相談件数としては７件です。
岩切議長　　はい。他にないですか。
軍神委員　　今回の虐待については、私も教育委員会の対応、それから児相の対応、学校の対応が良くなかったというふうに思います。もちろん対応も大事ですが、防止すること、まず起きないようにすることが大事で、学校の場合では、衣服を着替えたり、色々な場面で見る場合があるので、通告義務があるということ、それからまずしっかり見ないといけないという事をもう少ししっかりしなければいけないかなと。学校やここの指導というのは、１人1人が自覚をしない限りは校長とか教頭とか限られたものではなくて、担任も含めてそばにいる職員が、大人が見てあげないとどうしても防止はできないので、更に今以上にここに力を入れて、そういう虐待が起きないように、あったらすぐに通告しなければいけないという事は考えておかなければいけないと思うところです。
岩切議長　　上川委員は何か、全般を含めていいですので、気が付いた事があればお願いします。
上川委員　　いつも言っていますが、子供とか保護者に寄り添う指導をお願いしますという事を常日頃お願いしております。アンケートに関しては、子供達のサインを見逃さないように、形骸化しないように努めていただきたいと思います。それから、先ほど市長が言ってくださった鞄の重さの事ですが、私も中学１年生の息子がいますが、子供の鞄を昨年は定期的にずっと量っていましたが、実際量ってみますと１０㎏近くありまして、それに加えて部活動の荷物とか、子供の発達段階にはちょっと厳しいかなという重さがあるのが今の現状だと思いますので、またその辺も実態をもうちょっと対応していただきたいと思います。よろしくお願いします。
岩切議長　　坂口先生は医者の立場として何かアドバイスがあれば。
[bookmark: _GoBack]坂口委員　　虐待のところもですが、１つはこの前の事例を見ていて、親権いわゆる親の権利というものと、私達の義務という所の話になってくると思います。親の権利というところで強く主張されてくるのはよくある話だと思うので、私達の所でどこまで親の権利を退けることができるのか。例えば虐待を疑った時に、診察所見としての皮下出血斑（あざ）や打撲痕、骨折といった画像的な検査所見などをもとにして、児相に相談するという事が多いですが、そういった情報を持っていない学校とか役所の窓口で、親が親権を持ち出してきた時にどのように対応するのかは難しい所かなと思います。なし崩し的な対応になっているところもあるのかなと思います。今回も親が強く言ってきたから、威嚇的であったからというところがメディアでよく取り上げられているようですが、親は「引き離された親の気持ちが分かるか」というようなことも言われているようです。そういう方面から訴えられると、より対応は難しくなってくるのかなと思いますので、そういった場合にどのような対応を行うのか考えておく必要があります。親の権利なのか、私たちの義務なのか、どちらがより優先されるのか、あるいは今回児相も司法警察権はないので、事例が起こった時にどこまで対応が可能なのかなど確認しておく必要があります。実際の対応には、個々人の経験の有無などでも差が出るかと思います。昔、麻生飯塚病院で働いていたことがありますが、虐待とまではいかないまでも様々なトラブルケースがあり、そこにおられたソーシャルワーカーの方が非常に優秀でした。そういった方の対応によって方向性が大きく変わってくることもあります。今、国では保護司の人数を増やそうという話が出ておりますが、単に数を増やせばいいという問題ではないと思います。現場で対応される方にいい研修を受けてもらったり、トラブルが多い地域で上手に対応されている方もおられると思うので、そういった方の話を聴いたりして、実際の対応の仕方などを学んでおく必要があると思います。
岩切議長　　そうですね。いずれにしても学校現場で起きたら、校長が自分でなんとかしようとする努力は解るけれど、そこで止まってしまうと、どんどん伏せてしまう可能性が多いですので、教育委員会に必ず届け、通報をして、問題の共有化を図っていかなければ、教育委員会としても協議する場が無いということになると、どんどん事が大きくなりますから、校長会の時はこういう情報の共有化というのを徹底して通知して守るようにしていただいたほうが、事がうまくいくと思いますので、皆さんから意見が出たとおり、それぞれ問題を起こさないことが一番なのですが、もし起きた場合はすぐ通報する、連絡する。これを徹底させてくださるようにお願いしておきます。最後ですが、これも新聞報道ですが、全国の学力・体力テストが公表されました。鹿児島県は全国で最下位というのが大きく出てきましたが、薩摩川内は鹿児島県の中の何番目ぐらいかというのが分かりませんか。
上屋教育長　今回鹿児島の定着度調査がありましたので、１月に行いました。その結果等について、課長のほうから説明させます。
学校教育課長　市長が言われましたとおり、鹿児島県は全国に比べて非常に低いという状況でございます。その中で本市は更に県よりも低いです。市町村毎の順位というのは我々もわかりません。本市と県と比べると、本市は低いという状況でした。学校のほうにも色々と取り組みをしてもらいまして、今年の１月にしました鹿児島定着度調査では、５年生ですけど、県の平均を上回っているという状況です。中学校１年生が県と同じレベル、中学校２年生については若干県よりも低い。ですが去年の１年時よりも２年生は差が縮まっているという状況で段々改善が図られてきているという状況です。
上屋教育長　今年は少しいい結果が出ました。去年の６年生が県の平均よりも低いという状況がありました。学年によって若干の違いがあるということで、平均と同じかちょっと低いです。
[bookmark: _Hlk505679144]岩切議長　　しかし残念ですね。日本の中で鹿児島県が最下位、最下位の平均までいかないというのは、これはどうしたことですかね。学校の教えが悪いのか、子供達が勉強しないのかどうか分かりませんが。私どもは頭が悪かったからそういう事は言えないですが、昔はよく勉強をしなければ体力だけでもと、そういう頃我々は育っていますが、体力も最下位なんですよね。普通は考えられない事ですが、鹿児島県全体それよりも鹿児島県の平均にもいかない薩摩川内市というのは、これは問題ですよ。それでやっぱり教育委員会としてはまず学力向上を。「勉強しなさい。勉強しなさい。」ばかりでは今の人たちには通じないと思いますが、やはり工夫した勉強の仕方をそれぞれ教職員が考えるような環境を作ってあげないといけないと思います。体力にしても、少なくとも鹿児島県の平均を超えるような子供達を育ててもらわないといけないと思いますので。ましてや東郷学園がモデルになりますから、それがうまくいかないと全ての人達に、色々な問題が出てくると困りますから。とにかく毎年学力・体力の公表がありますから、少なくとも鹿児島県の平均を超えるような指導をするように。これもまた校長会で協議をしてみて、どういう方法がいいのか学んだほうがいいと思いますので、これは指摘をしておきます。
それでは、この基本方針について特に意見はありませんか。こういう事でよろしいですか。では、この方針に従って、各課所長は頑張ってください。


（５　会次第４：報告１「薩摩川内市立東郷学園義務教育学校の学校経営（案）」について）
岩切議長　　次に、報告事項になりますが、薩摩川内市立東郷学園義務教育学校の学校経営（案）でございます。説明をしてください。
上屋教育長　市長、これにつきましては、東郷中学校の三戸瀬校長が来ておりますので、説明させたいと思います。
岩切議長　　よろしくお願いします。
東郷中学校長　東郷中学校の校長を拝命しております三戸瀬と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。開校まで2ヶ月となりました東郷学園義務教育学校の教育計画について説明の時間をいただきありがとうございます。

※会議資料に基づき東郷中学校長が説明

　東郷中学校長　素晴らしい施設、設備で東郷学園を開校できますことを児童・生徒、教職員一同、そして保護者、並びに東郷地域住民共々大変感謝申し上げます。必ずや、薩摩川内市、鹿児島県、全国に東郷学園の名を大きく示せるよう努めて参りたいと思っております。本日はありがとうございました。
　岩切議長　　ありがとうございます。力強い宣言をいただきました。１年間はじっと我慢して様子を見たいと思います。頑張ってください。この事で委員の皆さん何か質問はありませんか。
　坂口委員　　木造の校舎ということで、掃除の仕方とか、特段考えられていることは何かありますか。
　東郷中学校長　施設整備室のほうからも、体育館を含めて掃除関係について、使える物、使えない物を聞いておりますので、今清掃係のほうが、実は私達も学園に入らせてもらいましたので、どういう形で作業を進めていこうかというのを協議中です。明日も協議をするので、そういう施設を傷めないような形で、一番有効的な清掃ができるように研究して参りたいと思っております。
　坂口委員　　施設を傷めないということもですし、やはり子供達に校舎を愛してもらいたいと思うので、子供達がしっかりとできるように、その辺の指導をお願いします。
　東郷中学校長　分かりました。
　軍神委員　　義務教育学校になると質の高いカリキュラムができるのではないかと思いますが、例えば中学校の学習内容を小学校６年生でできると思います。先ほど教科担任制のことを言われましたけど、やはりネックは教員免許のほうで、例えば小学校の免許証を持っている人が中学校に行くとか、中学校の人が小学校に行くとか、なかなか難しいのでしょうか。ここらの方向というのは、国も免許を１つにしようとかという方向もあるとも聞きましたが、今後として、免許を１つにしなくても、誰でも乗り入れとか、今のところはできないのですか。
上屋教育長　これについては、中学校の免許を持っている先生が、小学校の理科であれば指導ができる。国語であれば、国語の先生は指導ができる。今でもできます。今そういう形で専科的な指導で中学校の先生が小学校に行って指導をする。小学校の先生が専門の教科を持っていれば、中学校でも指導ができる。今後は、やはり小学校、中学校両方の免許を持った先生を揃えていくという計画で進めています。ただ、一気にはできないという事で、最終的にはやはり５～６年はかかっていくのかなと思います。
軍神委員　　という事は、やはり免許を持っていないとできないという事ですね。例えば、中学校の先生が小学校の担任をするというのは、今の時点では免許を持っていないとできないということですか。
上屋教育長　担任はできます。
軍神委員　　中学校の先生は担任をすることができると。ただし、教科以外には入れない。
学校教育課長　免許のない道徳とか学級活動とかは指導ができます。そういうものは担任として指導ができるということです。
軍神委員　　１人で？
学校教育課長　はい。１人で。
上屋教育長　色んな教科の免許を持った先生が、小学校で専門的に関われるという良さを活かしていきたいと思っています。
軍神委員　　全員が関われたらいいかなと思います。
岩切議長　　三本委員いいですか。
三本委員　　はい。
岩切議長　　上川委員いいですか？
上川委員　　学力のことですが、９年間たっぷりありますので、どこを目標にと言いますか、センター試験も色々と変わってくるのもありますが、中学生の時どれだけ勉強をしてむかえるか、どこを目標にというのがありますか。
上屋教育長　これからですけれども、例えば中学校の２年生で数と計算の課題があると、これは小学校３年、４年のこの学習ができていない事に大きな原因がある、そういう系統性が見えるんです。その事を小学校、中学校の教員が一緒になって解決、取り組んでいくことで、もっと共通的な取り組みができて、学力向上が期待できるといったことを基本は考えています。
東郷中学校長　今教職員で話をしているのが、中学校の定期テスト、小学校は単元テストがございますが、これを相互で見れる。中学校の教員だけが採点するのではなくて、小学校の教員も見ることで、つまづきとか課題が分かっていくので、小中が前期と後期の教科の研究の話題がたくさん出てくるという話は出てきています。真横にいるわけですので、そういうのが１つ利点としてでてくるという話がありました。解決すべき課題が出てきた時に即座に対応できると思います。
学校教育課長　小学校の先生方というのは、高校の入試にはあまり関心がなくて、自分が教えた子がどこの高校に入ったかというのはあまり関心がなかったんです。東郷学園になりますと、小学校１年の時に受け持った先生が中学校３年生卒業した時にどこの高校に行くだろうか、それに関心を持ちますし、責任を感じるということで、一丸となった取り組みがかなり期待できる。
上屋教育長　９年間を通して育てる。まさしく中学校３年生が最終目標。みんなが職員一丸となって取り組むという事になっております。　　　
上川委員　　もう１点よろしいですか。４ページの東郷学園生の合言葉ですが、早寝・早起き・朝ご飯。朝ご飯しっかり食べて元気に登校、笑顔であいさつ「こんにちは」これは小学生目線のものですか、後期課程まで全般含めたものですか。
東郷中学校長　これは後期課程も含めて教職員で生活指導の話をしていますので、小学校だけではなくて、中学校でも大事なことだという事で、こういう合言葉、地域全体に広めていこうと思っています。
上川委員　　分かりました。
岩切議長　　学校給食はどうなりますか。
東郷中学校長　学校給食も一緒になりますので、施設もありますので、センターのほうから給食車が来て、これまで通り小、中、学校給食をとらせていただきます。どうしても小学校が時間がかかるものですから、準備の時間を若干早めに給食の時間を設定してありますので、４００人近くになりますので、児童生徒がぶつからないように時間差をずらしています。
岩切議長　　給食を食べきらず残す残飯ですね、残飯が多い学校というのは、だいたい分かりますか。
東郷中学校長　本校は残食調査をしますが、本当に少ないです。我こそはという形で食べますので。私も月に２回程度日にちを決めて給食時間の様子を見ているのですが、ほとんど余らない状況です。
岩切議長　　今度校長会の時に聞いてみてください。給食の残飯があるところは荒れている学校が多いのだそうです。あまり美味しくないと。学校が荒れていないところは殆ど完食するくらいの学校もあるそうです。本市でもデータを取ってみないといけないと思います。
学校教育課長　残食については、それぞれの学校毎にとっているデータはないのですが、年々減ってきています。ただ、メニューによって多い日もあれば少ない日もあるという違いは出てきます。
岩切議長　　多い学校は。何年位たっていますか。
学校教育課長　毎年期間を決めて学校毎に。
岩切議長　　学校毎にここ１０年位のがありますか。残飯が多い学校はやはり荒れている学校だそうです。該当しないかもしれませんが、だいたいそういう割合が多いということですから、ちょっとそれも調べてみたら面白いと思います。
学校教育課長　給食センターで集計していましたので、学校毎ではなくて、帰ってきた残食で調べているというような状況です。学校毎に取って量るということは今はしていないという事です。
岩切議長　　給食センターでは学校毎の残飯の量が分かるわけですね。
学校教育課長　まとめてという事で。
岩切議長　　例えば、永利小学校の分まとめてですね。それは分かるのですよね。
学校教育課長　そうではなくて、全体的にまとめてですね。
岩切議長　　それではどこの学校がというのは分からないわけですね。
上屋教育長　調査の仕方は工夫すればできると思います。
教育部長　　各給食センター毎に一括して配った後に、また全部まとめて持って帰りますが、その時にどういう風にして持って帰るかは見ないといけないですが、ひょっとしたら、帰ってきたらすぐまとめて処理して、例えば養豚業者とか、そういう所にすぐにやらないといけないので、そういう時間があって量れないというのがあるのかもしれません。そこの部分については毎日ではなくても、月１回とかちょっと量れないか検討はしてみたいと思います。今あるのは給食センター毎の残食量はちゃんと量っています。
岩切議長　　持って行く時に学校毎に分かるわけですよね。
教育部長　　持って行く時は分かります。
岩切議長　　そういう事を調べるのも１つの方法かもしれませんね。
東郷学園についてはこういう事ですので、開校式もありますので、行ける人は行ってください。東郷学園義務教育学校の学校経営案についてはよろしいですね。


（６　会次第５：その他）
岩切議長　　それでは、その他に入ります。全般的に何かないですか。
軍神委員　　先ほど市長が言われて元に戻りますが、給食のことですが、学校をかばうわけではないですが、学校の実態としては、今子供達に、昔はもう早く食べなさいと、あるいはしっかり食べなさいという指導でしたけど、それができないというわけではないですけども、昔のようには強くはできない。１つはアレルギー体質の子供がいたり、色々ありますが、例えば中学生の女の子はダイエットとかそういう事も考えたりして、おそらく担任も大体分かってくるので、最初の配膳をする段階で、子供達に配膳をさせて、担任によって違うかもしれませんが、量が多いものは返しているわけなんです。残すのではなくて、例えば体が小さかったり、小さくてもたくさん食べる子もいますが、だからそこの中では一概に残食をするからという事ではなくて、もちろん献立によっても違いますが、昔とは大分食に関する指導というのが力を入れられてきて、給食の中身も大分変わってきていますね。そういう状況で、私がいた北中なんかで言うと、全体で見た時は多いかもしれませんけど、子供達は自分が食べられる量を食べているという風にはとっていますが、無理やり食べなかったりとか、たくさん食べるとかそういう事ではなく、非常に学校給食というのはすごく大切で、教育の中でも力を入れていますが、北中も荒れている学校ではないです。
岩切議長　　それを言いたかったわけですね。分かりました。
それでは後は事務局で整理してください。

（７　会次第６：閉会）
総務課長　　委員の皆様におかれましては、長時間熱心にご協議いただきまして誠に
ありがとうございました。
それでは以上を持ちまして第５回薩摩川内市総合教育会議を終了させ
ていただきます。ありがとうございました。

【閉会時刻　１６：１５】


